
  ２０２７年度（第１次）関西学院大学大学院  法学研究科  博士課程  前期課程  
                           一般  入学試験問題  

【政治学原論】  
 

受験番号  氏  名  

以下のシチュエーションに目を通した上で設問に解答せよ。 

「A国ではX党が数十年にわたり政権を担ってきた。しかし直近の統一地方選で、地方行政の改革を掲げ

るY党が多くの議席を獲得した。Y党の選挙戦略は、大都市行政における非効率性への批判と都道府県と

市区町村の二重行政解消を柱とする改革案の提示の2点に集約されていた。出口調査では、Y党の支持者

の多くがイデオロギー的一致よりも『中央政府のサービスへの不満』を理由として挙げていた。」 

（1）統一地方選の選挙結果は業績評価モデル、政党帰属意識モデル、争点投票モデルのうち、どれから

説明可能か。それぞれのモデルについて簡単に説明した上で、適用可能なモデルを、その理由とともに提

示せよ。 

（2）Y党の勝利を、ヨーロッパなどで主張される「ポピュリズム」政治の帰結として説明することは可能

か。ポピュリズムとは何かを説明した上で、自身の判断をその理由とともに述べよ。 

（3）現代日本の衆議院の選挙制度は小選挙区比例代表並立制である。他方で、多くの地方議会の選挙制

度は大選挙区制である。マルチレベル選挙制度論の視点から、これらの異なる選挙制度が併存することの

政治的帰結を説明せよ。 
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